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◇は しがき

既に掲 げた と ころに於て女子短 大及び4年 生 女子大学

生に就いて.各 食品に対する嗜好類 型の報 告を行つたが

今 回は食習慣.延 いて は栄養状態 とmensesと の問に何

らかの関連 があ りは しないか とい うことを考察 せんと し
へ

て体位 関係事項及 びmensesな どにつ き既報 の調査表 に

よ り謂査 した結果 を報告す る。

◇ 調 査 結 果

(→体 位 につ い て 。

(1)身長 及 体 重 短 大 生 に つ い て 年 令 別 の 身 長 及 び 体 重

を見 る に第1表 そ の1に 示 す 如 く.17才.6名 につ い て

は身 長 最 高 は155.3Cln。 最 も低 い もの140cm。 体 重 最

高 は53kg。 最 も軽 い もの45kg。 に して平 均 身 長151.4

しm
。 平 均 体 身48。2kg。 これ を全 国 平均 と比 較 す るに身

長 に於 て は1.6cm。 体 重 に於 て は1.9kgそ れ ぞ れ低 下

し て い る。

18才 に於 て は最 高身 長160cm。 最 も低 い もの142cm

平均152cm。 体 重 に於 て は最 高59kg。 最 も軽 い もの42

k9に して,平 均48・5kgに て 全 国 平 均 に 比 し身 長 に於 て

2・4cm。 体 重1・5kg低 下 して い る。

19才 に 於 て は最 高 身 長162cm。 最 も低 い もの145cm。

平 均154cm。 体 重 に 於 て は 最高63kg。 最 も軽 い もの に

42kgし て 平 均50・1k9に て 全 国 平 均 に比 し身 長 に 於 て

0・6cm。 体 重 に 於 て0.1kg低 下 してい る。

20才 に於 て は 身 長 最 高163cm。 最 低148cm。 平均

154cm。 体 重 に於 ては 最 高60kg,最 も軽 い もの40kg 。

平 均49・5kgに て全 国平 均 に 比 し 身 長 に 於 て0.6;m、

体 重 に 於 て0・7kg下 廻 つ て い る。

21才 に於 て は最 高 身長164ctu。 最 低158cm。 平 均

157・75cm。 体 重 最 高55kg。 最 も軽 い もの41kg 。 平 均

50k9に て全 国平 均 に比 し 身 長 に於 て3.15cm。 体 重 に

於 て0・2kgそ れ ぞ れ 上廻 つ てい る。

即 ち21才 の年 令 層 に於 て全 国 平 均 よ り上 廻 つ た わ けで

あ る 。

(2)標準 体重 よ り見 て 体 位 の判 定 基 準 の 一 つ と して次

に標 準体 重 をBrocaの 式 よ り見 る に 第1表 そ の2に 示

す通 り1.25が1%,1が25%,0・9が54%.0.8が

18%.0.7が2%で あ る。 即 ち標 準 体 重 所 有 者 が79% 。

や や肥 りす ぎて い る者1名 や や 細 す ぎ る者 が 約20%で

あ る。

第1表 体 位 に つ い て(そ の1身 長及 び体重) 交部省統計平均
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に)mensesに ついて

婦人 にとつて正常な月経は健 康のバ ロメー ターの一 つ

として重要 な意義 を もつ ことは周知の通 りであ るが.食

生活 と も関係深 きもの と思われ るので本研究 に於て もと

り上 げてい るわ けで ある。

(1)初潮年令

月経 は人種.生 活様式.栄 養延 いては身体の健 否.気

候 その他の原因 によ り遅速 はあるが.吾 が 国に於 ける初

潮 は12-13才 で あ り(満15才 とい う学者 もい る)段 々早

くなつ て来 る傾 向に ある。次に短大生の初潮年令は第2

表 その1に 見 る如 く.12才 と13才 に於ては12才2名 。13

才8名 であ り.14才 に於て37名 。15才 に於 て36名 。16才

に於て は22名 で あ り.本 調査に於 ける被調査者 に於 ては

第2表mensesに つ い て

その1初 潮年令について

15才及 びその前後が 多 く満15才 と云 う説 に比較 して も前

述 の如 く早 くなるとい う傾向 にあることは肯け るところ

であ る。

(2)週期

次にその週 期について.吾 が国に於 ては31日 型が最 も

多いが.22-34日 の間 を生理 的範 囲 と見 てよい といわれ

てい る。(24日 一36日 とい う説 もあ る。)第2表 その2

に見 る如 く22日一34日 に於 ては66名 。24日 か ら36日 は70

名で あ り.そ の うち30日型が最 も多 く15名.28日 型12名

33日 型10名 。37日 型9名 。27型8名 。15日,20日,46日

が各1名40日 が2名 で あつた。不順者13名 は最高 の30日

型の15名 に伯伸 してい ることは注口に値 する。

初 潮 年 令 12才 13才 14才 15才 16才 17才 18才 19才

人 数 2 8 37 36 22 4 0 1

その2週 期 について

著7122日123日124日t25日126日27日28日}29日13・ 日13・日132日{33日134日135日136日'i37日 顧

人 数 ・13い12【581・2 2 ・5国6・ ・215i219・3

備 考1・5日2・ 日 46日 の週期の者各一名計3名4日 が二 名であ る。

その他

(1)健 康管理 上の基 本問題 として.重 要な因子 と思わ

れ る睡眠時 間について調査 しアこところ第3表 の如 く睡眠

時 間7時 間の者39%.7時 間以下20%。7時 間41%で あ

る。即 ち7時 間以上内至7時 間 と云 うもの計80%で あつ

ナこ。

第3表 睡 眠 時 間

剛 塒 剛7時 間以下7時 間以上

◇ま と め

時

人 釧 39 20 41

(2)食慾及 び食量につい て。 これ は健康度判定の一指針

と もな り.時 には栄 養状況 を左右す る原因 と もな るで あ

ら う これ らの点は第4表 に示す如 く食慾 旺盛 とい うも

の33%。 不規則 とい うものが36%で あ り。食量について

は満 腹25%.八 分目食 とい う者68%で ある。

第4表 食慾状態 について

食 量
食 量

障 喇 八舶

隼.警

旺r,不 欄

人 劃25 68 23 36

以上述ベアこところを要約 す ると

(1)体位 について17才 。18才 。19才 。20才迄 は平均身長。平

均体重 と も全 国平均値 よ り17才に於ては身長平均1・6cm

体重 平均1.9kg。18才 に於 ては身長平均2.9恤 。体重

平均1.5kg。19才 に於 ては 身長平均0.6、(;m.体 重平均

0.1kg。20才 に於 て も身長平均0.6㎝ 体重平均0・1kg

それぞれ下廻つてい るが21才 に於 ては 身長平均 は3.15

cm。 体重平均 は0.2kg上 廻 つてい る。22才24才 につい

ては第1表 を参照 されたい。

これ は被調査者の8割 以上が農村出身者 で あること も

影響 してい るので あら うが.そ の他検討 を要 す る問題 を

包 含 してい ると思 う。

(2)標 準体重の所有者について見 るに79%で あ り.

従て健康的には一見 して大部分の ものが恵 まれて い ると

解 して もよか らうと思 う。

これ は既 に報告 した食品嗜好の類型 よ り量 的には とに

か く一応 バランスのとれナこ食生活 をしてい る裏附 とも解

され るが.然 しこれ は実際の摂取状況 の集計 に俟たねば

判然 とは しないが.質 量 共に改善の余地 のある ことは(1)
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に既べ た身長体重 の全 国平均比較 の結 果か らも云 い得 る

ことではなか らうか と思 う。

(3)mensesに ついて見 るに.初 潮年令は吾国の平均初

潮 年令満15才 とい う説に近 い ところで ある。 この初潮 年

令 は最近 は段 々早 くなつて来 る傾向で あるとい うが.こ

の原 因は複雑 な社会環境刺戟 も大 きく影響 してい る こと

と思 うが.併 せて近年 の厚生省 国民栄 養調査成績 に も表

われてい る如 く.株 に成長期 に在 る者 の体位 の向 上に関

係 してい る もの と考 え られ るのであ る。

次に週期 について見 るに.こ れ も吾が国平均週 期の31

日に近い30日 が最高 の15%で あ り.28日12%。33日10%。.

37日 が9%に て27日 の8%と 相伯仲 してい る。そ こで前

述 の標準体重所有者79%と 週期の生理的範囲の もの(或

は接近)即 ち24日 一36日 が70%(24-37日79%)が 一致

内至近 い点 は興 味深 い ところで ある。不順が13%も ある

が.こ の年令層では感情 的に も多感 で あ り.従 て環境刺

戟の影響 も大 き く食生 活問題 と共に不 順の原因の一つ と

なつてい るので はなか らうか と思われ るが,検 討 を要す

る問題で ある。

生理 的範 囲よ り余 り外れナこ15日とか20日 或 は45日 以上

とい う週期の者 は問題であ り一応注意 を要す るものであ

ら うと思 う。尚今回は調査 しなかつたが.持 続 日数 は平

均3-5日 にて2日 以内或 は8日 以上は病的で あると云

われてい る。

因 に筆者が曾 て29年1月 に行 つた同様短大生の場合に

は40日 型 は10%で あつ ナこが,こ の被調査者 の食生活 を見

た ところ,動 物性食品 に対す る好 き嫌 いが著 しい もの と

好 き嫌 いは左程 ではなかつたが,全 体的に摂取食量 の少

い もの となつていた。又その節 の調査 で2ケ 月に一 回 と

い う者が3%あ つナこが,こ れは動物性 食晶で嫌 いな もの

が 多 く野 菜 も少 く,甘 味即 ち菓子類 を多 く摂取 してい た

斯様 な実例 に鑑 みて も,周 期 の生理 的範 囲の例外 的異

常者 は食生活の面か ら も,一 応 検討 して見 ることも無意

味ではなか ら うと思 う。勿論 これ らの原因 は複雑で食生

活一つ丈 を以て原因 と解す ることは妥当ではない。 尸

(4)そ の他 先づ食量 の八分 目食68%も 現在 よ り食物

内容が改善 され ナこ曉 な らば,現 在 よ り向上 しナこ体位の標

準体位が得 られ るもの と思 われ るが,実 現 には環境条件

経済 的事情な ど困難 な問題 も介在一朝一 夕には望 まれな

いので これが実現のため,国 も個 人 も一丸 となつて科学

的裏 附 ある改 善に努 力 して行 きたい もの と思 う。

次 に睡眠については七 時間39%。 七時間以上41%に て

即 ち七時 間以上の ものが計80%も お り短大生は一応七時

間以上 は眠つてい る。睡眠 について は最近大脳生理学か

らも強調 されて来 てい るが,こ れ を俟つ まで もな く健康

管理 の基本 問題 として,重 要 な因子で あ り睡眠時 間 とし

て と り上げナこが睡眠については,そ の深浅 が問題 であ り

深 く検討す る必 要がある。

上述 した研究 結果 より食 品嗜 好及 び体位 月経問題 に関

し一一応 の類型 を得,そ れ らが相関連 してい るのではない

か とも思 われ るが,然 し何分に も複 雑な問題 であ り,又

既 に述べ た如 く被調査者が少いので,今 後信頼度 を増す

アこめ被調査 者を増 加 して検討 を加 え,更 に これ らが性格

と関連が あるか否か又 あれば ど うい う関連 があるかにつ

いて検討 したい所 存である。
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